
　

愛
労
連
は
６
月
26
日
、
記

者
会
見
で
、
愛
知
県
最
低
生

計
費
試
算
調
査
結
果
２
０
２

６
年
改
定
版
を
公
表
し
ま
し

た
。
若
年
単
身
者
が
普
通
に

暮
ら
す
に
は
時
給
１
８
０
０

　

２
０
２
６
年
夏
季
闘
争
を
め
ぐ
る
経
済
情
勢
は
、
物
価
高
騰
や
、
戦
争
に
よ
る
供
給

不
安
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
不
安
定
な
局
面
に
あ
り
ま
す
。
愛
労
連
は
、
６
月
13

日
に
評
議
員
会
を
開
催
。
公
務
員
賃
金
と
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
、
夏
の
た
た

か
い
の
柱
に
据
え
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
物
価
高
騰
か
ら
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
、
夏
の
た
た
か

い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

金
で
は
自
立
し
た
生
活
は
困

難
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
根
拠
に
、
愛
知

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
へ
生

計
費
に
基
づ
く
議
論
と
、
最

低
賃
金
引
き
上
げ
と
と
も

に
、
社
会
保
険
料
負
担
の
軽

減
、
中
小
企
業
支
援
を
国
に

求
め
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

力
を
合
わ
せ
て
賃
上
げ
へ

円
以
上（
月
約
28
万
円
）が
必

要
で
あ
り
、
現
在
の
最
低
賃

公
務
員
賃
金
と
最
賃
の
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す

こ
の
コ
ラ
ム
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
と

き
に
は
、
厳
し
い

暑
さ
が
続
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
服
装
で
日
々
の
仕
事
に
臨

ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
▼
今

年
の
夏
、
東
京
都
の
「
進
化

系
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
注
目
を

集
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
業

務
内
容
に
応
じ
て
「
Ｔ
シ
ャ

ツ
」
や
「
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ

（
短
パ
ン
）」
で
の
勤
務
を
認

め
る
と
し
て
話
題
を
呼
び
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
賛
否
の
議

論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
質

は
一
律
の
マ
ナ
ー
か
ら
、
気

候
や
体
調
、
業
務
に
合
わ
せ

た
柔
軟
な
選
択
へ
の
転
換
だ

と
思
わ
れ
ま
す
▼
熱
中
症
リ

ス
ク
の
軽
減
や
省
エ
ネ
は
も

ち
ろ
ん
、
快
適
な
服
装
が
も

た
ら
す
ス
ト
レ
ス
の
緩
和

は
、
私
た
ち
の
労
働
生
産
性

や
心
身
の
健
康
に
も
直
結
し

ま
す
。
誰
も
が
快
適
に
か
つ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し

て
働
け
る
環
境
と
は
何
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
わ
き
ま
え
つ
つ
、

よ
り
柔
軟
で
健
康
的
な
「
新

し
い
仕
事
着
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」を
、安
全
衛
生
の
観
点
と

は
別
に
、
夏
季
闘
争
の
場
と

か
で
当
局
に
要
求
し
て
い
っ

て
も
い
い
の
か
な
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
▼
ち
な
み
に
私

は
職
場
の
ル
ー
ル
の
範
囲
内

で
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
チ
ノ
パ

ン
と
遮
熱
効
果
の
あ
る
日
傘

で
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｓ
）

　

最
低
賃
金
額
を
決
め
る
審
議
が
、
い
よ
い
よ
愛
知
で
も

始
ま
り
ま
し
た
。
歴
史
的
な
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
最
低

賃
金
１
８
０
０
円
へ
の
引
き
上
げ
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

愛
労
連
は
、
審
議
会
に
署
名
を
提
出
し
、
県
民
の
納
得
い

く
審
議
を
求
め
ま
し
た
。

今すぐ最低賃金18001800円に
署名 12,442 筆 (　　　　) 提出

　

愛
労
連
は
、
６
月
26
日
、

愛
知
労
働
局
に
最
低
賃
金
１

８
０
０
円
な
ど
を
求
め
る
署

名
を
、
昨
年
を
上
回
る
１
２

４
４
２
筆
を
第
１
次
分
と
し

て
提
出
し
ま
し
た
。（
７
／
９

追
加
２
９
０
０
筆
提
出
）
提

出
時
、
愛
労
連
の
西
尾
議
長

は
、
審
議
会
で
の
意
見
陳

　

愛
労
連
は
、
愛
知
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
あ
て
の
「
意

見
書
」
の
提
出
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
県
内
で
働
く
労

働
者
な
ら
誰
で
も
提
出
で

き
、
審
議
会
で
必
ず
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
審
議
会
に
緊

張
感
を
与
え
る
と
と
も
に
、

審
議
の
全
面
公
開
や
意
見
陳

述
の
実
現
に
結
び
つ
け
る
意

味
で
も
重
要
で
す
。
生
活
実

態
を
審
議
会
へ
伝
え
、
最
低

賃
金
引
き
上
げ
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

述
、
審
議
の
全
面
公
開
、
中

小
企
業
支
援
な
ど
も
訴
え
ま

し
た
。

　

７
月
２
日
に
は
愛
知
地
方

最
低
賃
金
審
議
が
始
ま
り
ま

し
た
。
提
出
し
た
署
名
が
審

議
会
会
場
の
中
央
に
積
ま

れ
、
要
請
書
と
と
も
に
委
員

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
審
議

会
で
は
、
愛
労
連
や
全
労
連

東
海
北
陸
地
方
協
議
会
か
ら

の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
な
ど

を
訴
え
た
要
請
文
が
、
一
項

目
づ
つ
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
審
議
が
本
格

化
し
ま
す
。

ハガキでもＯＫ

手書き６５００筆
オンライン５９４２筆

最低限のくらしに必要な金額は
月2828万円、時給18001800 円以上

公
務
員
賃
金
と
最
賃
増
で
み
ん
な
の
賃
上
げ
を

連
続
街
宣
で
広
く
市
民
に
訴
え
る

のべ２６人で奮闘。激励の声が掛かるなど反応も良かった

　

愛
労
連
と
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

国
公
、
愛
知
公
務
共
闘
は
７

月
２
、
３
日
（
６
月
25
日
は

雨
天
中
止
）
「
公
務
員
賃
金

と
最
低
賃
金
を
上
げ
て
社
会

全
体
の
賃
上
げ
へ
」
「
平
和

で
安
心
で
き
る
社
会
を
守
る

た
め
職
場
か
ら
声
を
上
げ
よ

う
」
と
訴
え
る
連
続
宣
伝
を

三
の
丸
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

公
務
労
働
者
の
賃
上
げ

は
、
９
０
０
万
人
以
上
の
労

働
者
に
影
響
し
、
地
域
経
済

に
も
広
く
波
及
す
る
「
政
府

に
で
き
る
賃
上
げ
策
」
で

す
。
大
幅
賃
上
げ
を
訴
え
た

横
断
幕
と
多
数
の
組
合
旗
を

目
立
つ
よ
う
に
配
置
、
１
２

０
０
枚
以
上
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
多
く
の
人
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。
ま
た
、
予
備
自

衛
官
等
兼
業
特
例
法
か
ら
職

場
を
守
る
た
め
に
は
労
働
組

合
が
重
要
と
訴
え
ま
し
た
。

多くの声を審議会へ届けて

意見書提出で最賃引き上げへ

介護福祉士の国家資格を持って　

いても時給１１９０円で愛知の　

最低賃金より５０円高いだけ。　

夜勤を月６～７回頑張っても、　

手取りは１５～１７万円ほど。

生活していくだけで精一杯です。

　　　 グループホームで働く近藤さん

意見書提出は　　　　
こちら　→
７／２３まで

１万人以上の熱い思いを届ける１万人以上の熱い思いを届ける

原水爆禁止 2026 年世界大会
被爆者とともに核兵器のない平和で公正な世界を

８月３日（月）～４日（火）国際会議（広島）

８月４日（火）　開会総会（広島）

８月５日（水）　フォーラム・分科会・動く分科会

８月６日（木）　ヒロシマデー集会

８月８日（土）　海外代表との交流のつどい（長崎）

８月９日（日）　ナガサキデー集会

調
査
結
果
等
詳
細
は
こ
ち
ら

↓

愛知地方最低賃金審議会
〒 460-8507 中区三の丸 2-5-1
　愛知労働局賃金課内

※本人の
　住所氏名
　記入を

（1） 愛　労　連 No.397 2026年7月10日発行2026 年 8 月号

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町 9-7
労働会館東館 3F
TEL052-871-5433
FAX052-871-5618

2026年8月号
発行人  竹内　創

 URL http://www.airoren.gr.jp
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愛知の
　 味覚
その 47

豊橋のういろう  ういろう餅昌（もちまさ）
　

名
古
屋
の
一
般
的
な
米

粉
主
体
の
う
い
ろ
う
と
は

異
な
り
、「
豊
橋
う
い
ろ

う
」
は
米
粉
と
小
麦
粉
が

ほ
ぼ
１
対
１
の
割
合
で
あ

る
事
が
最
大
の
特
徴
で

す
。
米
粉
由
来
の
「
粘
り

や
腰
」
と
、
小
麦
粉
由
来

の
「
ぷ
る
ん
と
し
た
食
感

や
香
り
」
が
共
存
す
る
、

他
地
域
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
独
特
の
口
当
た
り

を
楽
し
め
ま
す
。
昔
な
が

ら
の
製
法
を
守
り
続
け
る

貴
重
な
名
店
で
、
素
朴
で

優
し
い
甘
さ
が
魅
力
。
看

板
の
「
白
」「
黒
（
黒
糖
）」

に
加
え
、
季
節
に
よ
っ
て

は
草
や
栗
な
ど
も
並
び
ま

す
。
素
朴
な
が
ら
噛
み
し

め
る
ほ
ど
に
素
材
の
風
味

が
広
が
る
、
歴
史
あ
る
独

自
の
食
文
化
、
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

餅昌（もちまさ）
所在地：〒 440-0085 愛知県豊橋市下地町 2 丁目 60
電　話：０５３２－５２－６５３８
営業時間： AM10:00 ～ PM18:00 頃迄（売り切れ次第閉店）
定休日：水曜日（不定期に火・水連休あり）

　

戦
後
80
年
間
、
日
本
が
平

和
を
維
持
で
き
た
背
景
に

は
、
国
民
の
命
と
く
ら
し
を

守
り
続
け
て
き
た
平
和
憲
法

の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
先
の

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
め
ぐ
る
緊

張
時
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

か
ら
の
自
衛
隊
派
兵
要
請
を

退
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
平
和
憲
法
が

揺
る
ぎ
な
い
土
台

と
し
て
機
能
し
た

か
ら
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
平

和
の
バ
ト
ン
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ

こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
の
責
任

で
す
。

　

い
ま
、
台
湾
有
事
の
危
機

な
ど
が
強
調
さ
れ
、
改
憲
の

動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
名
古
屋
港
・
三
河

港
や
中
部
空
港
の
軍
事
利
用

を
視
野
に
入
れ
た
整
備
、
敵

基
地
を
攻
撃
す
る
長
射
程
ミ

サ
イ
ル
導
入
な
ど
、
軍
拡
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
務

員
の
予
備
自
衛
官
兼
業
法
や

自
衛
隊
員
募
集
の
強
化
も
、

戦
争
の
準
備
で
あ
り
、
強
い

危
機
感
を
抱
き
ま
す
。
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
閉
鎖
は
、
私
た
ち

の
生
活
や
仕
事
に
多
大
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

「
再
び
戦
争
を
し
な
い
」

と
誓
っ
た
労
働
組
合
に
と
っ

て
、
憲
法
を
守
り
い
か
す
こ

と
は
原
点
で
す
。
そ
れ
は
戦

争
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
貧

困
を
な
く
し
、
人
権
保
障
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に

も
直
結
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
認

識
や
考
え
の
違
い
も
あ
り
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ「
対
話
と
学

び
あ
い
」が
大
切
で
す
。日
々

の
く
ら
し
や
仕
事
と
平
和
を

結
び
つ
け
て
語
り
合
う
学
習

会
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
さ

ら
に
、「
憲
法
が
日
本
の
平
和

を
守
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
」
と
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
、
願
い
や
思
い
を
可
視
化

す
る
と
り
く
み
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
、
街
頭
デ
モ
、
署
名
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
で
対
話
を

広
げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
声
と
行
動
で

世
論
を
動
か
し
、
平
和
で
希

望
あ
る
未
来
を
、
私
た
ち
自

身
の
手
で
切
り
拓
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

憲
法
と
歩
む
私
た
ち
の
未
来

　
　
　
　

―
労
働
組
合
の
挑
戦

ＪＡＬに誠実な対応を訴え

 たたかう仲間たち　No.186

争議の早期解決に向けて

2026 年春の全労連・東京地評
争議支援総行動おこなわれる
愛知争議団　事務局長　植木日出男

6/11

6/12

6/28

6/28

６月１１日「学校図書館の日」に非正規の
学校司書が、学校図書館の運営の改善・
向上を求めて記者会見で窮状を訴えた

ＪＡＬ争議の解決めざし争議支援トラン
ジット決起集会＆ミニコンサートが開催
され 71 人が参加。支援が訴えられた

地域労組きずなが結成 45 周年のつどい
を開催。最賃署名など地域の労働者の権
利向上をめざし奮闘が紹介された

愛労連交通運輸部会と建交労で金山駅
にて平和宣伝行動をおこなった。デモカ
レンダーを見た飛込み参加も 3 人あった

みんなのとりくみ
お寄せください

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真と簡単な文章でお寄せくださ
い。しめきりは毎月４日までに愛労
連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433( 髙田 ) まで
　E-mail post@airoren.gr.jp

T
o
p
ic
s

T
o
p
ic
s

　

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」
施
行
５
年
を
受

け
、
10
月
１
日
、
改
訂
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
新
指
針
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
「
家
族
手

当
」「
住
宅
手
当
」「
ボ
ー
ナ
ス
」
な
ど
が
、
不
合
理
な
待

遇
差
と
し
て
例
示
さ
れ
ま
し
た
。
愛
労
連
パ
臨
連
は
新
指

針
施
行
を
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
た
め
、「
職
場
に
残
る
「
不
合

理
な
格
差
」
実
態
調
査
」
第
１
弾
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

第
22
回
総
会
で
中
間
報
告
と
新
指
針
を
交
渉
に
活
か
す
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

全労連非正規センター
代表柳恵美子さん

　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
、

長
年
に
わ
た
る
労
働
組
合
の

た
た
か
い
か
ら
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
待
遇
改
善
と
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
を

目
的
と
す
る
「
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
満
５
年

が
経
過
し
た
も
の
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
「
待
遇
差
」
は
温
存

さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

こ
の
５
年
間
で
「
不
合
理

な
待
遇
差
」
に
関
わ
る
い
く

つ
か
の
判
例
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
反
映
し
、
こ

の
秋
、
改
訂
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
新

指
針
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

非
正
規
労
働
者
の
多
く
を
女

性
が
占
め
る
実
態
か
ら
、
正

規
と
非
正
規
の
待
遇
差
是
正

は
「
男
女
の
賃
金
格
差
」
を

解
消
す
る
う
え
で
も
待
っ
た

な
し
の
課
題
で
す
。 

　

実
態
調
査
結
果
（
中
間
報

告
）
か
ら
、
「
家
族
手
当
が

全
職
場
で
最
も
格
差
が
大
き

　

裁
判
の
判
例
に
基
づ
き

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
へ

い
」「
退
職
金
も
非
正
規
は
ほ

ぼ
制
度
な
し
」
な
ど
、
待
遇

差
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な

　

愛
労
連
は
６
月
13
日
、
第

１
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、

夏
季
闘
争
の
意
思
統
一
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
今
春
闘
で

は
昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
を

引
き
出
し
ま
し
た
が
、
物
価

高
騰
か
ら
生
活
を
改
善
す
る

に
は
不
十
分
、
中
小
企
業
・

非
正
規
・
ケ
ア
労
働
・
高
年

齢
雇
用
労
働
者
に
成
果
が
行

き
渡
っ
て
い
ま
せ
ん
。
物
価

高
と
戦
争
に
よ
る
生
活
悪
化

夏季闘争勝利の向けて団結がんばろう

評議員会

夏季闘争方針

はこちら

を
許
さ
な
い
た
め
に
、「
あ
き

ら
め
を
確
信
に
、
孤
立
を
団

結
に
」
と
し
て
①
す
べ
て
の

職
場
で
対
話
を
広
げ
る
②
署

名
・
宣
伝
・
要
請
・
審
議
会

傍
聴
③
仲
間
を
増
や
す
、
の

３
つ
の
行
動
提
起
が
さ
れ
ま

し
た
。

 神山征二郎監督映画祭 

愛愛労労連連労労働働相相談談セセンンタターー  

家家族族・・知知人人等等でで困困っってていいるる方方ににごご紹紹介介くくだだささいい

祝祝祭祭日日をを除除くく月月～～金金 ～～

パパーートト・・非非正正規規・・派派遣遣、、どどななたたででもも相相談談ででききまますす

無無料料  

ままたたはは検検索索ササイイトトでで
””愛愛労労連連““

　

愛
労
連
春
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
は
、
す
べ
て
の
組
織

で
新
し
い
仲
間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
よ
う
と
奮
闘
し
ま
し

た
。
６
月
の
組
織
実
態
調
査
（
７
／
９
現
在
）
で
は
、
医

労
連
、
年
金
者
組
合
、
福
祉
保
育
労
、
全
国
一
般
、
愛
教

労
、
尾
中
地
区
労
連
か
ら
純
増
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

要
求
の
実
現
に
む
け
、
純
増
で
大
会
を
迎
え
よ
う
と
各
組

合
が
組
織
拡
大
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
医
労
連
が
、
７
月

５
日
の
大
会
で
発
表
し
た
組

合
員
数
は
、
１
万
２
７
７
１

人
（
昨
年
大
会
比
＋
81
人
）

で
、
４
年
連
続
で
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。　

　

新
入
職
員
説
明
会
前
の
２

月
に
、
組
織
拡
大
の
た
め
の

学
習
合
宿
を
開
催
し
、
国
公

労
連
・
中
央
執
行
委
員
の
大

門
晋
平
さ
ん
を
迎
え
、
「
仲

間
を
誘
う
対
話
の
レ
シ
ピ
～

声
か
け
の
難
関
を
乗
り
越
え

よ
う
～
」
「
み
ん
な
が
元
気

の
出
る
会
議
に
す
る
た
め
の

対
話
」
と
題
し
て
講
演
を
聞

き
対
話
を
学
び
ま
し
た
。
広

く
参
加
を
呼
び
か
け
青
年
な

ど
参
加
者
が
増
え
、
合
宿
に

参
加
し
た
尾
張
健
友
会
の
青

年
は
、
学
ん
だ
対
話
方
法
を

元
に
し
た
説
明
を
実
践
し
、

加
入
が
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
名
市
大
教
職
員
組
合
で

も
、
新
人
説
明
会
で
の
説
明

を
合
宿
に
参
加
し
た
青
年
が

担
い
新
人
の
加
入
率
が
上
が

 

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
力
が

 

全
国
１
位
の
純
増
に

　

第
１
回
愛
労
連
評
議
員
会

「
あ
き
ら
め
」
を
「
確
信
」
に
、「
孤
立
」
を
「
団
結
」
に

ー
夏
季
闘
争
ー
対
話
と
行
動
を
広
げ
よ
う

 

　

全
労
連
・
東
京
地
評
は
、５

月
27
日
に
「
す
べ
て
の
争
議

の
早
期
全
面
解
決
を
！
」「
裁

判
所
・
労
働
委
員
会
は
公
正

な
判
断
を
お
こ
な
え
！
」「
不

当
な
解
雇
・
雇
止
め
を
な
く

そ
う
！
」「
憲
法
を
職
場
と
く

ら
し
に
活
か
そ
う
！
」
と
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
東
京

都
内
に
て
争
議
支
援
総
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

愛
知
か
ら
、
日
本
航
空
、

㈱
明
治
、
日
本
ア
ク
リ
ル
等

の
争
議
に
対
し
て
争
議
団
2

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
一
番
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
対
し

て
都
労
委
命
令
を
守
り
、
誠

実
な
団
体
交
渉
を
行
う
よ
う

に
と
い
う
要
請
で
す
。

　

今
年
１
月
15
日
に
Ｊ
Ａ
Ｌ

争
議
の
基
本
で
あ
る
人
員
削

減
の
数
字
と
解
雇
根
拠
を
示

し
て
団
交
せ
よ
と
、
都
労
委

で
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
命
令
を
テ
コ
に
き
ち
ん

と
し
た
団
交
を
開
か
せ
る
た

め
に
、
運
動
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

　

昼
の
要
請
先
の
明
治
乳
業

争
議
で
は
、
都
労
委
で
35
件

を
「
併
合
」
し
た
審
理
は
終

了
し
、
公
益
委
員
は
和
解
の

可
能
性
を
求
め
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
41
年
の
争
議
の
終

結
に
相
応
し
い
解
決
水
準
の

必
要
性
を
、
繰
り
返
し
訴
え

る
中
で
運
動
を
強
め
て
い
ま

す
。

　

日
本
ア
ク
リ
ル
争
議
で

は
、
工
場
閉
鎖
に
よ
る
不
当

労
働
行
為
事
件
で
す
。
和
解

交
渉
時
に
第
２
組
合
と
の
賃

金
差
別
の
是
正
を
含
む
解
決

金
交
渉
で
、
和
解
交
渉
の
打

ち
切
り
、
団
交
拒
否
を
不
当

労
働
行
為
と
し
て
中
労
委
に

申
し
立
て
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
対
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
と
人
権
で
の
訴
え
を
進

め
て
い
ま
す

　

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

活かして待遇差をなくすチャンスに！
１０月１日、新「同一労働同一賃金ガイドライン」施行

愛労連パ臨連 2026 年処遇格差（待遇差）調査結果より抜粋 

 雇用形態 家族手当 退職手当 

生協労連 

（コープあいち） 

パート ✕ ○ 

正規 ○ ○ 

福祉保育労 

（b 福祉法人） 

パート（短時間） ✕ ✕ 

正規 ○ ○ 

医労連 

（C 医療生協） 

パート ✕ ○ 

正規 ○ ○ 

郵政ユニオン 

（日本郵便） 

アソシエイト社員 ○ ✕ 

正規 ○ ○ 

※建交労保パ支部 

（名古屋市立保育園） 

会計年度（15.5h/週未満） ✕ ✕ 

正規 ○ ○ 

※自治労連 

（県内市町村） 

会計年度（短時間） ✕ ✕ 

正規 ○ ○ 

・日本郵便アソシエイト社員とは…無期契約の時給制契約社員 

・会計年度とは…自治体で非正規としてはたらく会計年度任用職員 

※会計年度任用職員はパート・有期労働法の適用除外対象 

 

　

６
月
21
日
、
労
働
会
館
本

館
会
議
室
で
愛
労
連
パ
ー

ト
・
臨
時
労
組
連
絡
会
（
パ

臨
連
）
第
22
回
総
会
が
開
催

さ
れ
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
て

41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

愛
労
連
の
西
尾
美
沙
子
議

な
く
す
た
め
の
対
話
と
学
び

あ
い
～
」
と
題
し
た
記
念
講

演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
職

場
の
悩
み
や
明
日
か
ら
で
き

る
こ
と
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
で

交
流
し
、
格
差
改
善
に
む
け

た
力
と
な
り
ま
し
た
。

長
の
来
賓
挨
拶
後
、
全
労
連

非
正
規
セ
ン
タ
ー
代
表
・
生

協
労
連
委
員
長
の
柳
恵
美
子

さ
ん
を
招
き
「
め
ざ
そ
う
！

法
改
正
、学
ぼ
う
！
改
訂
『
同

一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
』
～
あ
ら
ゆ
る
格
差
を

り
ま
し
た
。（
左
上
一
覧
表
参

照
）

　

こ
れ
を
機
に
、
パ
臨
連
で

は
新
指
針
で
例
示
さ
れ
る

「
家
族
手
当
」
「
退
職
手
当
」

「
慶
弔
休
暇
」
な
ど
の
実
態
調

査
を
広
く
実
施
し
、
待
遇
差

の
サ
ン
プ
ル
を
揃
え
「
見
え

る
化
」
し
て
、
秋
か
ら
の
交

渉
に
活
用
し
よ
う
と
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
深
刻
な
の
は
、

パ
ー
ト
・
有
期
労
働
法
が
適

用
除
外
さ
れ
て
い
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
待
遇
差
で

す
。
現
在
、
県
内
で
「
家
族

手
当
」
を
支
給
し
て
い
る
自

治
体
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
ボ
ー
ナ
ス
で
さ

え
、
週
あ
た
り
労
働
時
間
で

支
給
す
る
か
否
か
に
制
限
を

設
け
て
い
る
自
治
体
が
す
べ

て
で
す
。
有
期
雇
用
労
働
者

を
保
護
す
る
目
的
の
法
律
の

理
念
は
、
例
え
適
用
除
外
で

あ
っ
て
も
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
愛
労
連
は
民

間
・
公
務
で
は
た
ら
く
非
正

規
労
働
者
が
手
を
携
え
、
一

緒
に
待
遇
差
を
な
く
す
ア
ク

シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

第
22
回
総
会
で
仲
間
と
対
話
・
交
流
・
学
ん
だ

パ臨連

　

適
用
外
の
公
務
員
で
も

　

格
差
は
許
さ
れ
な
い　
　

　

柳
さ
ん
は
、
非
正
規
労

働
者
と
し
て
働
い
て
い
た

自
身
の
経
験
や
、
非
正
規

労
働
者
が
多
い
生
協
職
場

の
実
態
な
ど
を
も
と
に
、

女
性
労
働
者
が
非
正
規
で

働
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

社
会
的
背
景
や
歴
史
、
法

整
備
の
変
遷
と
今
後
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

　

「
今
回
の
改
訂
は
、非
正

規
労
働
者
が
裁
判
な
ど
で

た
た
か
い
、
判
例
の
積
み

重
ね
で
不
合
理
な
格
差
は

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
考

え
方
が
広
が
っ
て
き
た
も

の
。
手
当
や
休
暇
の
支
給

目
的
の
説
明
義
務
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
比
較
表
な

ど
格
差
の
実
態
を
「
見
え

る
化
」
す
る
と
、
な
ぜ
手

当
や
休
暇
が
違
う
の
か
な

ど
素
朴
な
疑
問
が
生
ま
れ

ま
す
。
職
場
で
対
話
を
広

げ
て
疑
問
を
共
有
し
、
仲

間
を
増
や
し
て
組
織
化
し

て
い
く
こ
と
が
原
動
力
に

な
り
ま
す
。
賃
上
げ
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
誰
も
が
安

心
し
て
人
間
ら
し
く
働
け

る
職
場
の
確
立
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。
慶
弔
休
暇
や

病
気
休
暇
な
ど
、
悲
し
み

や
病
気
に
格
差
は
な
い
、

格
差
で
は
な
く
差
別
で
あ

り
人
権
問
題
、
憲
法
に
違

反
し
て
い
る
と
い
う
視
点

で
問
い
返
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
労
働
組
合

で
力
を
合
わ
せ
て
要
求
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

職場に残る「不合理な待遇差」一覧表職場に残る「不合理な待遇差」一覧表（中間報告）（中間報告）
愛労連パ臨連　2026 年処遇格差（待遇差）調査結果より抜粋愛労連パ臨連　2026 年処遇格差（待遇差）調査結果より抜粋

待
遇
差
は
差
別
で
あ
り
人
権
問
題

労
働
組
合
で
力
を
合
わ
せ
て
要
求
し
よ
う

パ
臨
連
総
会

記
念
講
演

純
増
で
大
会
を
む
か
え
る
た
め
に
奮
闘

仲
間
を
増
や
し
て
要
求
実
現
め
ざ
す

仲
間
を
増
や
し
て
要
求
実
現
め
ざ
す

ケア労働者の賃上げめざして思いを一つに団結

る
な
ど
、
学
習
の
効
果
は
高

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

 

対
話
の
練
習
を
重
ね

 

青
年
が
説
明
会
で
奮
闘

 

労
働
組
合
の
意
義
と
意
味

 

対
話
で
伝
え
加
入
継
続

　

説
明
会
後
も
、
ス
イ
ー
ツ

ブ
レ
イ
ク
と
称
し
た
ド
ー
ナ

ツ
を
楽
し
む
会
を
開
催
し
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
職
場
で

も
気
軽
に
未
加
入
者
を
誘
う

機
会
が
生
ま
れ
、
加
入
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
年
を
通
し
て
の
仲
間
増

や
し
に
も
奮
闘
し
て
お
り
、

２
、
４
、
９
月
の
年
３
回
の

組
織
拡
大
の
会
議
で
、
繰
り

返
し
グ
ル
ー
プ
で
対
話
の
練

習
を
行
う
こ
と
が
、
成
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　

労
働
相
談
も
増
え
て
い
ま

す
が
、
労
働
組
合
に
加
入
し

て
も
ら
っ
て
か
ら
詳
し
く
話

を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
相
談
か
ら
の
加
入
率
は

７
割
と
な
っ
て
お
り
、
新
組

合
２
つ
の
結
成
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
。
多
彩
な
と
り
く

み
で
純
増
を
掴
み
取
り
ま
し

た
。

　

福
祉
保
育
労
で
は
、
労
働

相
談
が
増
え
て
お
り
、
相
談

か
ら
10
人
以
上
が
加
入
し
ま

し
た
。
新
し
く
結
成
し
た
労

働
組
合
で
も
加
入
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
活
動
の
負
担
感

か
ら
脱
退
を
迷
う
組
織
も
あ

り
ま
し
た
が
、
対
話
で
不
安

を
出
し
合
い
、
労
働
組
合
の

意
義
や
意
味
を
し
っ
か
り
と

話
し
合
う
こ
と
で
、
加
入
が

継
続
し
ま
し
た
。
組
合
員
の

減
少
を
防
い
だ
こ
と
も
、
増

勢
を
下
支
え
し
ま
し
た
。

動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
組

合
員
一
人
ひ
と
り
が
声
掛
け

を
意
識
し
て
チ
ラ
シ
配
り
と

対
話
に
と
り
く
ん
で
い
る
こ

と
が
、
加
入
の
増
加
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。　

　

年
金
者
組
合
は
、
昨
年
比

65
人
の
純
増
で
全
国
の
年
金

者
組
合
で
１
位
と
な
り
ま
し

た
。
「
楽
し
く
、
元
気
に
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
誰
も
が
「
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
」
居
場

所
づ
く
り
を
大
切
に
す
る
活

 

説
明
会
後
も
地
道
に

 

声
掛
け
を
続
け
て
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名
古
屋
市
の
ご
み
の
収
集

業
務
を
担
っ
て
い
る
宮
橋
さ

ん
。
猛
暑
や
台
風
な
ど
厳
し

い
環
境
下
で
も
、
15
㎞
程
を

移
動
す
る
こ
と
も
あ
る
過
酷

な
業
務
で
す
。「
現
場
で
働
く

仲
間
た
ち
は
弱
音
を
吐
か
ず

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
近

年
は
暑
さ
に
慣
れ
て
い
る
現

場
の
人
で
も
熱
中
症
に
な
る

ほ
ど
暑
い
で
す
」
と
話
し
ま

す
。
夏
場
は
熱
中
症
指
数
を

測
る
機
器
を
携
帯
し
て
い
ま

す
が
、
８
～
９
月
の
日
中
は

「
危
険
」ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
続

け
て
い
る
そ
う
。
労
働
組
合

の
要
求
で
、
空
調
服
や
冷
感

シ
ャ
ツ
な
ど
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
衣

類
の
支
給
は
年
1
着
の
み
。

洗
い
替
え
と
と
も
に
、
一
人

ひ
と
り
が
必
要
な
対
策
を
選

べ
る
よ
う
「
暑
さ
手
当
」
の

支
給
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
も
深
刻
で
す
。

本
来
は
危
険
回
避
の
た
め

走
っ
て
ご
み
を
回
収
し
て
は

い
け
な
い
決
ま
り
で
す
が
、

作
業
が
終
わ
ら
な
い
の
で
と

走
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
面

も
。「
安
全
に
働
け
る
よ
う
人

員
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
ま
す
。

　

労
働
組
合
の
組
織
部
長
で

も
あ
る
宮
橋
さ
ん
は
、
対
話

企
画
「
15
Ｊ
Ａ
Ｍ
」
の
ロ
ゴ

制
作
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

を
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
で
発
信
す

る
な
ど
多
彩
に
活
躍
。「
以
前

の
職
場
で
、
労
働
組
合
の
要

求
で
自
販
機
設
置
が
実
現
し

て
嬉
し
か
っ
た
の
で
、
今
の

職
場
で
も
労
働
組
合
に
加
入

し
ま
し
た
」
と
熱
い
思
い
を

抱
い
て
い
ま
す
。「
職
場
は
、

多
く
の
対
話
が
円
滑
な
業
務

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
対
話

と
交
流
を
大
切
に
し
、
人
と

出
会
い
語
り
合
え
る
場
所
で

あ
る
労
働
組
合
で
、
人
間
と

し
て
生
き
て
ほ
し
い
。
対
話

で
悩
み
を
共
有
し
て
希
望
を

叶
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す

笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

NO.188
自治労連

宮橋 幸
こうだい

大さん
自治労連

（名古屋市職労 組織部長）

猛
暑
で
働
く
仲
間
の
た
め
に

暑
さ
手
当
と
人
員
増
め
ざ
す

■愛労連女性協第 37 回総会
7 月 12 日（日）13:00
労働会館東館ホール
■愛労連第 74 回定期大会
7 月 19 日 (日)    10:00
労働会館東館ホール
■全労連第 33 回定期大会
7 月 25 日 (土) ～ 27 日（月） 13:00
砂防会館
■生保支援連絡会総会
7 月 26 日（日）13:30
労働会館本館会議室
■若者気候訴訟第 7 回口答弁論
8 月 6 日（木）14:30
名古屋地裁大法廷

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の 6 文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 396 号（7 月号）の

クロスワードパズルの答えは「カイスイヨク（海

水浴）」でした。正解者の中から抽選で下記の 10

名の方に図書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①　立秋後の暑さ

④　プラスチックやゴム・塗料

　　の原料にもなる石油製品

⑥　「西遊記」「水滸伝」と並

　　ぶ中国三大奇書。……演義

⑦　……暗鬼

⑨　陶磁器などを作る……業

⑪　インド独特の精神統一修行

⑫　水清ければ……すまず

⑬　……孫。……産。……陣

⑭　……の罪。有名……

⑮　♪……時代のまん中は道に

　　迷っているばかり

⑱　西城秀樹が歌う……マン

⑲　対義語は保守

　金太郎の本名は……金時

　調度品のことです　

①　

勤
務
時
間
を
超
え
て
の
仕
事

②　

複
式
簿
記
で
転
記
の
成
否
を
確

　
　

認
す
る
…
…
表

③　

韓
流
ブ
ー
ム
の
始
ま
り
、
…
…

　
　

様
現
象

④　

…
…
子
と
地
頭
に
は
勝
て
ぬ

⑤　

関
係
者
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な

　
　

い
事
件

⑧　

日
焼
け
の
原
因
と
な
る
光
線

⑩　

バ
ー
ド
…
…
。
ホ
エ
ー
ル
…
…

⑭　
「
叫
び
」
の
作
品
で
有
名
な
ノ

　
　

ル
ウ
ェ
ー
の
画
家

⑯　

畳
表
に
使
う
草

⑰　

夕
涼
み
に
ぴ
っ
た
り
の
和
服

⑱　

８
月
11
日
は
…
…
の
日

　

…
…
の
角
を
蜂
が
刺
す　

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
７
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

戒
能　

政
広　

（
医
労
連
）

小
林　

桐
生　

（
名
水
労
）

新
谷　

清
美　

（
年
金
者
組
合
）

永
瀬　

爽　

  

（
名
古
屋
市
職
労
）

萩
原　

実
香　

（
福
祉
保
育
労
）

早
川　

悦
子　

（
福
祉
保
育
労
）

藤
坂　

圭
祐　

（
国
交
労
祖
）

政
次　

博
彦  

（
建
交
労
）

丸
子　

麻
衣  

（
名
古
屋
市
職
労
）

山
岡　

賢
次　

（
愛
教
労
）

�

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、8 月 5 日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news

　

国
会
前
の
ペ
ン
ラ
イ
ト

デ
モ
を
は
じ
め
、
全
国
で

戦
争
反
対
・
改
憲
反
対
な

ど
を
求
め
、
様
々
な
行
動

が
団
体
だ
け
で
な
く
個
人

の
呼
び
か
け
で
も
実
施
さ

れ
う
ね
り
を
起
こ
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

若
者
や
市
民
が
呼
び
か

け
る
デ
モ
は
多
彩
で
、
各

地
で
毎
日
の
よ
う
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
愛

労
連
は
、「
デ
モ
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
活
用
し
、
自
ら

デ
モ
の
予
定
を
つ
か
み
参

加
を
し
よ
う
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

え
る
参
加
で
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
ま
し
た
。
行
進
で
は
、

各
地
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

で
の
と
り
く
み
の
様
子
な
ど

も
報
告
さ
れ
、
市
民
の
行
動

で
世
論
を
動
か
す
こ
と
が
大

切
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

 

デ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら

   

飛
び
入
り
参
加
も 

核
兵
器
廃
絶
の
展
望
を
被
爆
国
か
ら

平
和
行
進
の
想
い
を
原
水
爆
禁
止
２
０
２
６
年
世
界
大
会
へ

　

８
月
３
日
か
ら
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
が
広
島
で
開
か

れ
ま
す
。
世
界
大
会
に
向
け

て
歩
み
続
け
て
い
る
平
和
行

進
は
、
愛
知
で
は
初
め
て
の

台
風
に
よ
る
中
止
な
ど
悪
天

候
も
あ
り
ま
し
た
が
、
13
日

間
で
の
べ
５
３
０
０
人
を
超

　

若
い
世
代
の
自
主
的
な
参

加
や
、
デ
モ
カ
レ
ン
ダ
ー
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
呼
び
か
け

で
、
飛
び
入
り
の
参
加
が
生

ま
れ
る
な
ど
、
大
き
な
盛
り

上
が
り
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
通
し
行
進
者
の
三
浦

コ
ト
子
さ
ん
（
新
婦
人
尾
張

旭
支
部
・
愛
知
県
平
和
委
員

会
）
は
、
世
界
大
会
が
開
か

れ
る
広
島
に
向
け
て
、
暑
さ

に
負
け
ず
元
気
に
行
進
を
続

け
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
思

い
を
、
８
月
４
日
～
９
日
ま

で
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
へ

繋
ぎ
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

へ
と
切
り
拓
く
大
会
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
多
く
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
愛
教
労

議
長　

加
藤
豊
裕
／
副
議
長

　

天
崎
能
孝
／
同　

中
島
小

鳩
／
同　

小
山
晃
範
／
同　

岩
澤
弘
之
／
事
務
局
長　

市

野
司
／
事
務
局
次
長　

堀
口

典
宏

６月１１日引き継ぎ集会で団結する愛知と岐阜の参加者

デモカレンダーデモカレンダーを活用して

戦争反対・改憲反対の
行動に参加しよう

全国各地の
デモ・集会など
確認できる
デモカレンダー
はこちら

平
和
へ
の
思
い
で
つ
な
が
る

平
和
デ
モ
で
の
愛
高
教
旗
か
ら
労
組
加
入

　

愛
高
教
は
、
平
和
へ
の
思

い
を
共
有
す
る
多
様
な
仲
間

と
つ
な
が
る
場
所
「
愛
高
教

平
和
部
」を
創
部
し
ま
し
た
。

部
で
デ
モ
に
参
加
し
た
際
に

掲
げ
て
い
た
愛
高
教
旗
か
ら

労
働
組
合
へ
の
加
入
に
繋
が

り
ま
し
た
。
部
員
も
増
加
し

運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

愛高教
平和部

デ
モ
後
「
教
え
子
を
再
び
戦

場
に
送
る
な
」
旗
に
集
ま
る

部
員

■
記
事
の
中
に
「
ス
ト
ラ
イ

キ
に
関
す
る
映
画
を
見
て
、

組
合
に
力
が
あ
る
と
実
感
で

き
た
」
と
い
う
文
を
読
み
、

組
合
に
入
っ
て
い
る
意
味
っ

て
？
み
た
い
に
感
じ
て
い
る

職
員
も
増
え
て
き
て
し
ま
っ

て
い
る
中
で
そ
う
い
う
映
画

を
み
ん
な
で
見
て
み
る
の
も

良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
萩

原
実
香
・
福
祉
保
育
労
）　

■
ひ
ま
わ
り
の
咲
い
て
い
る

土
地
を
見
か
け
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
夏
が
や
っ
て
く
る
の

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。（
横
井

孝
幸
・
名
水
労
）

■
最
賃
２
０
０
０
円
へ
の
引

き
上
げ
は
、
大
賛
成
で
す
。

高
市
政
権
は
、
軍
事
費
を
増

や
す
の
で
は
な
く
、
庶
民
の

暮
ら
し
の
事
に
予
算
を
回
す

べ
き
で
す
。
愛
労
連
の
運
動

に
期
待
し
て
い
ま
す
。（
政
次

博
彦
・
建
交
労
）

■
全
て
の
労
働
者
の
生
活
が

改
善
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。（
丸

子
麻
衣
・
名
古
屋
市
職
労
）

■
本
当
に
着
々
と
戦
争
を
す

る
国
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
て
、
怖
く
な
り
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
に
は
負
け
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
自
分
な
り
に
行

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（
早
川
悦
子
・
福
祉
保

育
労
）

■
国
民
の
命
と
平
和
を
守
る

と
い
う
な
ら
、
ま
ず
は
食
糧

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
を

100
％
に
す
る
こ
と
で
は
。
軍

拡
し
て
い
る
場
合
で
は
な

い
。（
原
田
寛
・
年
金
者
組

合
）

■
国
旗
損
壊
罪
や
皇
室
典
範

改
正
、
定
数
削
減
な
ど
国
民

の
生
活
よ
り
も
国
家
や
与
党

の
た
め
の
政
策
を
推
進
し
て

い
る
自
民
維
新
に
国
民
は
怒

る
べ
き
で
す
。（
藤
坂
圭
祐
・

国
交
労
組
）

■
世
界
で
戦
争
の
無
い
平
和

な
日
々
が
訪
れ
る
の
を
望
み

ま
す
。（
井
上
俊
之
・
名
水

労
）
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